
 

 

 

 

 ７月５日、北房農泊推進協議会は岡山商科大

学と共同で行う活性化企画「AZAEプロジェク

ト」をスタートさせました。協議会では、農山

村への滞在型観光で活性化を図る「農泊推進」

に取り組んでおり、今年２月に行ったモニター

ツアーに岡山商科大学が参加。これをきっかけ

に同大学との連携を行うこととなりました。 

 協議会の事業計画では、呰部商店街を地域外

から人を集め、それを北房地域内への周遊につ

なげる拠点として位置づけており、北房活性化

のポイントとして取り組みを進めています。 

 この日は、大学から17人の学生が参加。あ

いにくの天気で、当初計画していた北房全域の

散策はできませんでしたが、北房まちづくり㈱

がゲストハウスとして改修を計画している空き

店舗を見学。その後商店街のメンバーと商店街

の再生について意見交換を行いました。学生た

ちは地元の商店主らに北房のことを教えてもら

いながら、活性化のアイデアを出し合って発表。

古い街並みの活用策や北房ならではのグルメの

開発、リピーターの獲得などさまざまな意見が

出されました。 

 商大生は今後も継続して北房を訪れて北房の

活性化に取り組む計画で、次回は8月26日の北

房小学校・北房こども園の見学会で、観光ＰＲ

などをする予定です。 
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「AZAEプロジェクト」が始まる 
 ～岡山商大と連携で活性化～ 

北房振興局からのお知らせや管内のできごとなどを不定期で発信します。 

空き家を売りたい！貸したい！ 
という人は「空き家情報バンク」に登録を 

空き家情報バンクについてお問い合わせは 
真庭市交流定住センター TEL0867-44-1031 
もしくは 
北房振興局地域振興課 TEL0866-52-2111 

 真庭市では、地域に眠る空き家を有効に活用し、「真庭に移住したい」という人へ住まいの情報を提供する『空き家情

報バンク制度』を設けています。使っていない家を売りたい、または貸したいという方は、ぜひ「真庭市空き家情報バンク」

に登録してください。 
空き家情報登録から公開までの流れ 

 
①申請書を提出 
  「真庭市空き家情報バンク登録申請書」を真庭市に提出 

  ※申請書は北房振興局にあります。 

    市ホームページからもダウンロードできます。 

②マッチング 
  真庭市交流定住センターが不動産業者に情報を提供してマッチング 

  ※物件の下見会を実施して取扱業者を決定。 

  ※物件の状態によっては決定しない場合もあります。 

③情報を公開 
  ホームページ上に空き家情報を公開 

  ▶空き家情報を見て買いたい、借りたいという人が現れれば、不動産 

    業者を介して取り引きに入ります。 

まずは申請書の 
提出を！ 

手洗いをちゃんとしようね。
食中毒予防にもなるよ。 

◀アイデアが出やすいように
パーティーグッズなどを使っ
て行った意見交換 

商店街の空き店舗を見学
する商大生ら▶ 
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